
 

６/２２（水）に、全校生に「いじめアンケート」調査を実施しました。保護者の

方々にもご協力いただき、ありがとうございました。この度のアンケートによ

り、２１件の事案が確認されました。 

回答をもとに、教育相談を実施し対

応してきたところです。 

いじめやいじめにつながる事案等に

ついては、早期発見・早期対応を第一

に取り組んできましたが、見落としや対

応不足があったと認識し、深く反省して

いるところです。 

今後も、気になることや心配なことな

ど、どんな小さなことでも結構ですの

で、学校にお知らせください。 

本校では、いじめのない学校づくりに向け、引き続き次のように取り組

んでいきます。 

 

◆「いじめは、絶対に見逃さない、許さない」という雰囲気づくりを一層

進める。 

◆「いじめは、見つけにくい」「い

じめは、いつ起こるかわからな

い」という認識を持つ。 

◆生活アンケートなどを実施し、

早期発見に努める。 

◆いじめにあっている生徒やいじ

められた生徒は、学校全体で

守っていく。 

◆教え、諭し、啓発して、「いじめ

をしない・許さない生徒」を育

てる。 

◆生徒の言動の変化、顔色や表

情の変化を見取る。 

◆生徒の「声」に真剣に耳を傾

け、生徒と良好な関係をつくる。 

◆「長井北中いじめ撲滅宣言」を基に、生徒と共に取り組む。 

◆事案に対しては、「即」対応できる校内体制を常に整備しておく。 

 

全校「スクリーニング」を実施します 

 ７月11日（月）、専門家による全校「スクリーニング」を実施します。

早め早めの対応で、生徒の健全な発達を支援していきたい。    

 裏面の「お知らせ」にも示したとおり、市教育委員会の実施する事業の

一環として「特別支援教育の推進」があります。 

 特に、通常学級において支援を必要としている児童生徒を把握し、早

期に効果的な指導を行うため、軽度発達障がいに関する調査を、今年

度も市内全小・中学校ですすめることになりました。この調査を｢スクリー

ニング｣といいます。 

No２７ 長井市立長井北中学校 
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  全国的な調査によると、通常、全

児童生徒の６％程度が軽度の発達

障がいの傾向を持つと言われていま

す。専門家によれば、どの人でもその

傾向を持っているとの指摘もあり、表

れ方が大きいか小さいかという違い

だけだという所見もあります。 

 ただ、心配なこともあります。それは「軽度発達障がい」の傾向があるこ

とを分からないままでいて、人と話すのが極端に苦手なためにトラブル

を起こしがちだったり、先生の話がよく聞き取れないためになかなか学

力がつかなかったり、さらには、小さなことにこだわってケンカになったり

する場合などがあるということです。 

 

「軽度な発達障がい｣は、早め早めの対応により飛躍的に改善すること

や、成長すると何でもないこともあります。しかし、見過ごされてしまい、周

囲の理解がないために、本人が人知れず苦しんでいる場合が往々にし

てあるのです。このためにスクリーニングを行い、小・中学校段階で「軽

度発達障がい」を早期に発見し、その子に応じた支援をしていこうとする

ものです。 

 

 今年度も、山形大学教授の三浦光哉（みうらこうや）先生をお招きしま

す。県下のみならず県外の多くの市町村でスクリーニングを実際に進め

られ、実績をあげていらっしゃる先生です。 

 

  １１日（月）の４、５校時、全教室に出向き、掲

示物や生徒の学習のようすを見ていただきま

す。 

今後、必要に応じてご家庭とも相談し、生徒

が、今後もよりよく生活できるよう対応していく

予定です。 

 


